部局長とＰＴの議論資料(20.4.25)　
【事務事業、出資法人、公の施設】
	項目名
	外国人行政サービス体制推進費

	部局の考え方


	外国人相談コーナー設置の意義
１．大阪に暮らす外国人住民のセーフティネット
(1)大阪で暮らす外国人住民は増加しており、今後もシャープ等の工場進出等により増加する見込み。
8年度

19年度

増加率

全体

209,962人

212,136人

1.03%

韓国・朝鮮籍以外

39,446人

73,830人

187.1%

　(2)相談は、各種情報の提供からＤＶ、生活保護、人権問題など内容が多岐複雑化している。
　(3)平成5年開設来、外国人住民の総合相談窓口（9言語対応）として定着している。

また、自国民の安全・安心を守る在阪総領事館からも当コーナーへの信頼、期待が大きい。
２．外国人住民への行政サービスに不可欠
　(1)府政に対する相談の窓口は市町村等では代替は困難である。
(2)本庁をはじめ、子ども家庭センターや保健所等の出先機関を含め、府全体の通訳機能を果たしている。
３．効率的運用
・トリオフォン（三者通話電話）を活用し、常駐の主任相談員（英語）と自宅等で待機している相談員（中国語等7言語）による、必要最小限の体制で実施。


	参考データ等
	【相談件数の推移】⑰1,664　⑱1,381　⑲1,371
【１件当たりの所要時間】⑰　来訪15.7分　　電話10.1分
　　　　　　　　　　　　⑲　来訪35.2分　　電話15.1分
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